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ヒトの下顎切歯部の退化過程に関する一考察＊

同白 橋正志*＊

中より1個目， 2個目， 3個目の歯胚が切歯化の場に

形成されたために生じると考えられる。藤田（1958）

は， 1＋2の癒合歯は2個の歯胚が癒合して形成さ

れ， この癒合がさらに進むと1を欠如し2にわずかに

癒合の痕跡の残る歯が形成されると推定している。し

かし，今回の観察結果から， 1＋2の癒合歯は2個の

歯胚が癒合したために形成されたとは考え難く， 1＋

2の癒合歯は顎骨の切歯化の場が縮小したために正中

より1個目の歯胚だけが切歯化の場に形成され，近心

半が1の形態を，遠心半が2の形態を形成したために

生じると考えられる。同様に， 1の欠如は，正中より

1個目の歯胚が切歯化の場に， 2個目の歯胚が犬歯化

の場に形成されたために生じると考えられる。 1を欠

如し1の位謹に晩期残存する乳切歯は，従来, aであ

ると考えられてきた。しかし，本標本では， aの位置

に植立しているにもかかわらず，その形態学特徴は明

らかにbである。従って， 1を先天的に欠如する場合

は, aも欠如している可能性が高い。

以上の結果から，下顎切歯部の退化過程について推

察すると次のようになる。まず，下顎骨の縮小により

切歯化の場が縮小し， 2個の歯胚の発育が不十分にな

り，特に1の倭小歯が出現する。さらに切歯化の場が

縮小すると，切歯化の場には1個の歯胚しか入らなく

なるが， 1個の歯胚が発育するためには大きすぎるの

で，逆側の2よりも大きな歯を形成し，近心半が1の

形態を，遠心半が2の形態を形成するので，あたかも

1と2が癒合したような形態になる。さらに切歯化の

場が縮小すると，逆側の2との大きさの差は減少し，

ついには逆側の2と対称形のほぼ同じ大きさの歯を形

成するようになる。この場合, bが晩期残存すること

もある。

I . 目的

化石頭蓋骨の検討に先だって，現代人で下顎切歯部

の原始的なものから退化的なものまでの各段階のもの

の歯と顎骨を比較検討し，下顎切歯部の退化過程につ

いて推定する。

11．材料と方法

材料は，下顎切歯を5本有する男性， 1の倭小歯を

有する男性， 1＋2の癒合歯を有する女性， 1を欠如

し残存する2が逆側の2よりやや大きく唇面に浅い境

界の溝が存在する女性， 1を欠如し残存する2が逆側

の2とほぼ対称形の男性， 1を欠如しbが晩期残存す

る江戸時代人男性のものを使用し，正常歯を有する者

の例と比較した。方法は，歯の肉眼観察と印象模型に

よる歯および歯列の計測を行った。また,X線パノラ

マ写真と歯科用X線写真により歯と顎骨を観察した。

111．結果

片側に3本の下顎切歯を有する例では， 3本の切歯

と犬歯は逆側のものよりも全体的に小さいが，どれか

1本が特に小さいということはなく，転位・捻転もみ

られない。また， 3本の下顎切歯を有する側の側切歯

と犬歯は逆側のものよりも犬歯化の傾向が強い。 1＋

2の癒合歯の唇面における両者の境界の灘は，切縁側

のものと歯頚側のものが連続しない。歯槽突起の近遠

心径は， 3本の下顎切歯を有するものでは逆側のもの

よりも長く， 1の倭小歯を有するものと1＋2の癒合

歯を有するものでは逆側のものより短く，逆側の2の

分よりは長い。 1を欠如し残存する2が逆側の2とほ

ぼ対称形の2が植立する歯槽突起の近遠心径は逆側の

2の分にほぼ等しい。 1を欠如し永久歯列に晩期残存

している乳切歯は，その形態学的特徴から9 aではな

<bである。 V・結論

下顎骨の退化・縮小による切歯化の場の縮小が1十

2の癒合歯や1の欠如を引き起こしていると考えられ

(P.68へつづく）

Ⅳ、考察

今回の観察結果から，片側に3本の下顎切歯は，正
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はよくあるだろうが，死体が， とくにガスで腹が破裂

して水に沈む時には，その体は背中で着地するだろう

し，大腿は広がって遠位部はそれに引きずられるだろ

う。死体が背中を下にして横たわる時，あしは横倒し

になるだろうし， もっと腐敗が進めば，歌登骨格に

はっきり示されるように単純に倒れるだろう。その脚

はもはや自然の関節状態にはない。詳しい保存状態の

解析とデスモスチルスのタホノミーは，近い将来，漆

戸嬢によって決着がつけられることが期待される。

いるのではない。しかし， もしこのような提唱がなさ

れるならばその時には,少なくともひと目でわかるよう

な十分確かな証拠を集めることが必要となる｡私には犬

塚がすでにそれをしたとは思えない｡デスモスチルス類

と他目の哺乳類，つまり，長鼻類･有蹄類醤歯類･食

虫類・食肉類を骨ごとに比較してもDes"osiyjz循が典

型的な哺乳類の骨格をもつということしか示さない。

私はバイオメカニクスを含んだ研究のほうがもっと

価値があるだろうと期待している。生物の物理的大き

さは骨格にいささかの基本的束縛を与える。犬塚が論

文の結論で次のように述べたのは正しい。

「側方型の脚をもったデスモスチルスの姿勢は体重

支持や陸上歩行には効率が悪いが，安定性は非常にす

ぐれている｡」

ここで重要な点は,爬虫類姿勢が体重支持に単に効率

が悪いということではなく,Des"zosty/z心の巨体はこの

ような姿勢では乾燥した陸上では地面から体を離して支

えきれないということである｡これはバイオメカニクス

では簡単なことである｡大腿骨頭の位置が骨軸に対して

横に位置するという大腿骨の特徴は,前面を前に向ける

ということである｡矢状位の姿勢と歩容は十字靭帯を正

しく働かせる｡腰帯におこる筋は,寛骨臼の前と後に前

後に伸びた寛骨によって証明されるように,最も効果的

な前後運動を可能にしている｡比較解剖学とバイオメカ

ニクスの立場からは,私見によれば,先の研究者,長尾・

鹿間･亀井･長谷川による復元は，犬塚が列挙するわず

かな遠いにもかかわらず，根本的に哺乳類の姿勢を主

張している点で基本的に正しいことはほぼ疑いない。

まじめな議論に値する証拠はたったひとつしか残さ

れていないと思われる。それは，いくつかの関節した

標本の産状である｡これらの動物のタホノミーは最近，

漆戸尊子に研究されているが，それが水底に沈む時に

何がおこるかを知ることが重要であると思われる。こ

とに歌登標本については，犬塚の主張とは反対に，肩

甲骨が自然の位置にあったとは決して考えられない。

肩甲骨はすぐに腐敗する筋によって付着している。そ

れに肩甲骨は安定な自然の位置に簡単にすべる。脚の

長い偶蹄類が4つあしを片側に倒して死んでいること
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(P.50よりつづ<)

る。この場合，正中より1個目の歯胚が1＋2の癒合

歯や2を形成し， 2個目の歯胚が犬歯を形成すること

になり，(初期の）歯胚には歯の形態形成の主導権がな

い， ということになる。
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